




















































































































































































































立された梅見理化学研究所は「当時注目をひいた。」嵐見即化学研究所は設立後、経済界の急激な変動に遭遇したことは不幸であった。その波及 ためだった だろう 、研究所の建物が完成したのは大正十限年 嘉であった。佐多学長は大販医科大学および病院の新規改築事業がほぼ完成をみ 大正十二年に、塩見現化学所を基礎と て照科 学をつくり医 綜合 学とするとい 多 の願望をやいん現に向け、ゆくゆくは清国大学にしようという計闘をもった。大正十
年の八月、この考えを境見理化学研究所創立以米意見を聴い
























































































































































大いに進み、後は医師となってますます此業を唱え、従学の人 多く、漸く訳者をもなし、五畿・七道・山陽・南海諸道の人を誘導し、今における よいよ獄 りと龍けり。医家に生まれた中天瀞は家にあった『解体新常一どを見てその合建的なのに強く打たれたが、京都にこの学に通ずる人を知らなかった。そこで、この本の出
に出て大槻玄沢の門に学ぶこと一年にして京
部へ帰った。天辞は玄沢の高弟海上随鴎の門で学んだ後、大坂に出て京橋期千秋橋北一一日州に賠をかまえ医を行ないながら思々斉誌を開いて到学系統の学を講じ 橋本宗士口の勢に出入りしてオランダ認の研修を続けた。緒方洪躍が十七歳にして入門したのは この中天瀞の塾であった。彼は ぶこと閉年、部天瀞 すすめに従って江戸に出て坪井信道の蘭学塾で問年間学んで大坂に帰って適々斉塾を際く。 塾から多くの人材を活出したことは、
よく知られているところである。
































































































それが当然 ことだという認識を持っておられる大阪財界 々々の良識に、深い敬立をいたした と思う
ο
この関係が、今僚も、氷く杭く>? ??









































合大学 数脊学部炎会議の作で、人間科学部の創設になみなみならぬ尽力をなされた浮潟久敬文学部今長(大阪大学には教育学'協がなく文学部長が該当学部長として出席された)から、数回断片的にお話をうか った。しかしながら現夜、総をお すに足る資料を持つに護っていないので、割愛させていただくことにした。 許しを乞う次第である。
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